
【取り組む際に生じた課題】
• 各国での食文化と蒸留酒の関わり方の違いや、お酒に関する法律や関税の違
い。

• 現地での販売価格の問題。輸送費や税金などが上乗せになり、販売価格が上
がる。

【ウェブサイト】 http://www.ikinokura.co.jp 

【対応の結果】
• 日本の國酒である焼酎が、世界各地で認知され、評価されることでＷＴＯで産地
保護指定を受けている強みが活き、最終的には国内のブランド向上に繋がる。

平成28年ニューヨークでのレ
クチャー

平成28年香港での同行営
業

 WTO（世界貿易機関）より産地保護指定を受けている壱岐麦焼酎と壱岐麦焼酎を使
用したリキュールを輸出。

 現地のインポーター・ディストリビューターと積極的に同行営業。

輸出額(万円) 輸出量(L) 出荷時期

平成29年度 435 4,888

1～12月平成28年度 767 8,096
平成27年度 1,066 12,843

壱岐麦焼酎、リキュール

【主な品目】

香港、台湾、アメリカ、中国

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 現地での営業に対する費用の軽減化。
• 各国の代理店営業さんのレベルアップ。
• 関税の軽減化。

【生じた課題への対応】
• 製造方法から詳しく説明し焼酎を理解してもらうと共に、食中酒としての提案やカ
クテルなどの飲み方提案も行った。

• 導入キャンペーン等のプロモーション活動を行った。

【連絡先】 担当者名：原田、ＴＥＬ：0920-45-2111 

【活用した支援・施策】

（平成16年度より輸出開始）

長崎県 壱岐の蔵酒造株式会社
『焼酎・リキュールを香港・台湾・アメリカ・中国へ』

アルコール飲料

【効果があった取組】
現地の営業との同行営業。

こちらがお客さんに説明するこ
とで営業の方の勉強にもなる。


